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各国の代表事例の収集 

 各国の事例を収集するとともに俯瞰した整理も行う。ただしドイツについては BVGDと

いう機関（表 1－1参照）の行う資格認定と教材提供が中心的なので、これに関する情報

を中心に収集する。 

 

表 1-2 イギリス、フランス、ドイツの例 

 イギリスの例 フランスの例 ドイツの例 

 The British Guild of 

Tourist Guide が The 

Institute of Tourist 

Guiding の認証を得る

前提で、カンブリアと

いうカウンティ用に、

ブルーバッジ資格の取

得希望者用に作成した

研修プログラムの例 

 

成人教育機関である

GRETAが、guide-

conférencierの取得を

目指す人々のために、

Gustave Eiffel 大学と

連携して夜間や週末を

中心に 2年コースで実

施している例 

Bundesverband der 

Gaestenfuehrer in 

Deutschland (BVGD)）

が欧州基準（EN 

15565)に基づいて作成

した三ツ星ガイド養成

用研修。実施する機関

はライセンス・教材料

を支払う。 

基礎知識 国全体の広範な文化的

背景 

歴史、地理、地質、農

業、田園地方、文学、

視覚芸術（絵画、彫刻

など）、実演芸術（演劇

など）、宗教、建築、景

観デザイン、憲法と政

府、法律、多様な文化

と宗教、産業と商業、

科学と技術革新、金

融、観光、持続可能な

観光、教育、健康と社

会サービス、スポー

ツ、時事問題 

各地域に関する知識 

（筆記試験有り） 

 

歴史・芸術・歴史的遺

産 

文明化の歴史と地域特

性 

芸術史、文学史、パリ

の歴史と記念物 

社会文化的伝統 

芸術、自然、言語、風

習などを含むが、地質

学など地域の実情に応

じて柔軟な科目設定が

可能。 

一般的（国レベル）な

内容の研修時間（54時

間）の 3倍(162時間）

を地域に関する研修に

充てる。 
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日本文化体験交流塾が考える通訳案内士の知識とスキル 

 

科学的な

思考 

 

ビジネス 

個人ガイドとして観光

業界で働くための知識 

小規模起業、マーケテ

ィング、ICT基礎が前

提（教材は電子データ

で配布）、旅行の企画、

問題解決 

プロとして活躍するた

めの知識とその活かし

方 

起業、業務の拡大、業

務内容の説明、サービ

スとマーケティング 

文化ツーリズム、歴史

的遺産に関する公共政

策と経済 

 

契約および法律関係を

半日以上 

観光業の経済的重要性 

お客やツアー会社との

法的関係、労働条件 

マーケティング、税制

と納税 

ガイド 

スキル 

徒歩、現地、移動する

車両内でのガイド業務

に必要なコミュニケー

ションと説明のスキル 

プロレベルの実践的語

学 

英語理論、英語による

ガイド法 

ガイドの実践 

口頭プレゼンテーショ

ン 

サイトビジット 

景色の解説方法 

文化的作品やオブジェ

の解説方法 

通訳ツール 

障がい者対応 

 

プレゼンテーションの

スキル 

呼吸法と発声法 

ボディランゲージ、表

情の作り方、自己イメ

ージ問題（騒音、照

明、混雑、その他スト

レス等）への対応法 

集団の動かし方 

特殊な需要への対応 

演習 バスなどを利用した現

地研修 

事前に十分な予習要求 

様々なテーマ（歴史、

芸術、歴史的遺産な

ど）に関する方法論 

グループによるフィー

ルドワークと小論文作

成 

含める（受講者による

営業方針、歴史・文

化、ガイドライン等の

プレゼンテーション

等） 

実地研修 3,000語のツアープラン

作成 

10月半ば課題提示、 

1月半ば提出 

旅行、視察の企画 

ガイダンス活動の実践 

インターン、その報告

作成 

 

240時間 
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研修期間 パートタイム型で実施 

イントロ（4、5月）  

週末 5日（勉強の仕方

や地図の使い方） 

6-9月 1日／月計 4日 

学習日。但し、各自最

低 2日／週地域を回

る。 

9-1月 7回の週末各 3

日、１回の週末 2日 

11月半ばコミュニケー

ションセミナー（参加

必須） 

2月 3月週末 2日間 2

回、4日間１回試験対策 

毎週水曜に Zoomで講

義（事後視聴可） 

 

大学や大学院で実施す

る場合は 1年 

欧州基準に即して 

600時間の研修を、 

短期集中または長期分

散方式で行う 

 

専門知識 （小計 252） 

 一般トピック  54 

 地域のトピック 162 

 ビジネス知識  18 

 労働条件・環境 18 

 

リーダーシップ  108 

実地研修     240 

 

注 

1 イタリアは制度の混乱のために現在資格認定試験も研修も行われていない模様であるの

で過去の研修の内容と最近の混乱の理由に関する情報を集める。 

 

2 アメリカは州により制度が異なり、研修によって上級者の認定を行っている地域のガイ

ド協会や特定の地域を想定せずに高度な研修を行っている民間学校などが存在する。 
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＜通訳案内士の知識レベル＞ 

 

レベル 習得の方法 分類 知識の内容 

初級 ・全国通訳案内

士試験の勉強の

課程で得られる

知識 

日本歴史 ・４肢択一に対応 

・日本史の人名、年号 日本地理 

一般常識 

通訳案内の

実務 

中級 ・バス添乗がで

きる知識 

・通訳案内士新

人研修 

・専門研修 

ガイド団体

の研修、テキ

スト、一般書

籍 

・ガイド個人が習得した知識 

 個人差が大きい 

 

・基本となる教養やテキストが少ない 

上級 ・富裕層に対応

できる知識 

 

・お客様の背景

を理解する知識 

日本歴史 世界史の中に日本史を位置づける力 

地理・地学・

風土 

・日本の木造住宅文化を語ることができる

気候や森林への知識 

・日本の温泉文化を語ることができる地震

やプレートへの知識 

日本文化 

 

外国に比較

した日本文

化の特徴を

踏まえた知

識 

①日本の国土・風土(火山、台風、温泉、森

林等) 

②諸外国と比較した日本の宗教(神社仏閣

と仏像、祭り、神道) 

③外国と比較した日本の歴史(明治維新・大

名・侍・天皇) 

④日本の美術(浮世絵・日本画など) 

⑤建築と庭園及び都市の骨格 

⑥舞台芸術とスポーツ(歌舞伎、能、狂言、

相撲・空手・柔道)/ 

⑦陶芸・着物その他伝統技術 

⑧日本の食(懐石料理、会席料理、寿司、そ

の他、料亭と花街) 

現代の認識 

経済・社会 

⑨先端産業・技術 

⑩家庭・暮らし・結婚・教育 
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観光サービス業(ビジネス)における科学的な知見 

 

 科目   課題  ガイドにおける必要性 

観光経済 ・新型コロナウイルス感染症の影響と

我が国の観光を取り巻く状況 

 

・富裕層の顧客は、経済界で活躍する

者が多く、日本経済の現状に対する質

問が少なくない。 

観光経営・

組織 

・旅行業・宿泊業・飲食業・観光施設

など通訳案内士を取り巻く観光の担い

手・ 

・行政・観光協会・DMOなどの地域観

光組織 

・海外事例 

 

・観光業界全般に関する 

 知識がなくては、富裕層 

 に適切な対応ができな 

 い。 

 

・海外における優れた事例 

 を学ぶ 

観光マーケ

ティング 

・顧客が何を望み、何を求めているか 

・苦情を力に、改善への努力 

・顧客に合わせた商品開発・自己啓発 

 

・自分の知識・スキルを 

 お客様のニーズに合わ 

 せてチョイスする力 

観光まちづ

くり 

 

・自然観光資源と人文観光資源 

・飲食店や宿泊施設などの支援プログ

ラム 

・情報発信 

 

・富裕層に対応できるガイドは、地域

と一体となって、行動し、高い信頼を

得る必要がある。 

・観光まちづくりの担い手である

DMO に対し、ガイド目線からの助言

ができることも大事である 
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＜参考＞ 諸外国におけるカリキュラム 

イギリス 個人ガイドとして観光業界で働くための知識 

小規模起業、マーケティング、ICT基礎が前提（教材は電子データで配

布）、旅行の企画、問題解決 

フランス プロとして活躍するための知識とその活かし方 

起業、業務の拡大、業務内容の説明、サービスとマーケティング 

文化ツーリズム、歴史的遺産に関する公共政策と経済 

ドイツ 観光業の経済的重要性 

お客やツアー会社との法的関係、労働条件 

マーケティング、税制と納税 
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お客様を満足させるガイドスキル(語学・表現力・パフォーマンス) 

現在、富裕層のうち全国通訳案内士が対応すべき者は欧米諸国からの訪問者が多い。 

中国等からの富裕層は、自ら日本語に堪能な者を同行することが多く、日本の全国通訳

案内士を同行することが少ないからである。 

欧米諸国からの訪日客は、英語のスキルが高く、英語又は欧米言語は、幅広くかつ、深

い内容の会話を求められる。 

富裕層ガイドには、深く広い知識や科学的な知見も不可欠である。しかし、以下の点が

なければ、顧客の高い満足度は得られない。 

 

科目 課題 ガイドにおける必要性 

マインド・気配り ・顧客の満足を高めたいと

いう欲求 

・富裕層に向けた、高いレベルのおも

てなしの実現 

 

マナー ・服装 

・立ち居振る舞い 

・富裕層旅行者に同行するのにふさ

わしい服装・立ち居振る舞い 

 

スピーチ技術 ・スピーチの構成 

・ユーモアのセンス 

・富裕層旅行者が満足する適切な長

さ、深さ、聞き取りやすさの解説 

 

プロトコル ・理論と実践 欧米での夕食会の席順などのプロト

コルについて、知識を欠く日本人が多

い。 

 

語学力 知識レベルの高い富裕層ガイドに深い話題の提供。 

インタラクティブな解説。 

・抽象度の高いことを語れる 

・英語でディスカッションができる 

・海外の日本文化論を原書で読める 
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参考 諸外国におけるガイドスキル向上についてのカリキュラム 

 

イギリス 徒歩、現地、移動する車両内でのガイド業務に必要なコミュニケーショ

ンと説明のスキル 

フランス プロレベルの実践的語学 

英語理論、英語によるガイド法 

ガイドの実践 

口頭プレゼンテーション 

サイトビジット 

景色の解説方法 

文化的作品やオブジェの解説方法 

通訳ツール 

障がい者対応 

ドイツ 呼吸法と発声法 

ボディランゲージ、表情の作り方、自己イメージ問題（騒音、照明、混

雑、その他ストレス等）への対応法 

集団の動かし方 

特殊な需要への対応 

 

 


